




この人権作文を書くにあたり、どのよう

な内容にするかとても悩みました。そのとき

に社会科の授業を思い出しました。社会科

の時間に「基本的人権の尊重」という言葉

を習いました。その言葉の中に人権という

言葉が出てきます。このことから、もう一度

基本的人権のことを考え直してみることに

しました。まず、人権って何だろうという疑問

が出てきました。 人権という言葉はよく聞

きますが、あまり深く考えることをしてきませ

んでした。そこでもう一度、人権のことを考

えてみることにしました。人権は「誰もが生

まれながら持っている人間らしく、自分らし

く生きる事のできる権利」のことだというこ

とを授業で習いました。このことを詳しく調

べてみると大切なことが分かってきました。 

まずは、子供に関してのことです。学校に

行けない子供や差別をうけている子供がい

るということです。例えば、インド、パキスタン、

ナイジェリアなどたくさんの国で学校に行

けない子供たちがいます。しかも 2021 年

には 9800 万人もの子供が学校に行けな

くなっていることが分かりました。自分たち

は普通に学校に行き、普通に授業をうける

ことができます。自分たちはとても恵まれて

いるということが改めて分かりました。学校

に行けない子供は何をしているのだろうか、

行きたくないのかと思っていましたが大きな

間違いでした。学校に行かないのではなく、

行けないということでした。どんなに行きた

くても、どんなに頑張っても生活環境や地

理的環境のせいで行けないようです。僕た

ちと同じ小学生が仕事をし、生計を立てて

いる記事を見ました。貧困が原因で学校に

行けないことに驚きました。日本で生活して

いると想像できないような、過酷な環境で

生活している子供たちがたくさんいます。ま

た、戦争や紛争が原因で学校に行けない

子供もいます。危険な地域に住んでいるた

めに学校に行けない子供もいます。一番驚

いたのは僕たちと同じ小学生が軍事組織

に入っていることでした。どうして小学生が

戦争に参加するのか、どうして戦争に参加

して命を奪われないといけないのかとても

考えさせられました。平和な日本で育った

僕たちでは分からないことだらけでした。こ

れで本当に子供たちは、権利が守られてい

るのか不思議に思いました。 

このように、僕は人権のことについて改

めて考えてみました。これ以外にも子供た

ちの人権、権利はたくさんありました。僕は

世界中の子供たちが自分らしく生きること

のできる世界になって欲しいと思いました。

そして、これからも人権のことを詳しく考え

ていきたいなと思いました。 
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インターネットは、現代の生活に欠かせな

い便利なものです。SNS を使ってほかの人

とつながり、写真などを共有したり、買い物

をして楽しんだりするなど、日常の一部とし

て多くの人が利用しています。しかし、インタ

ーネットには匿名性が伴うため、人権侵害

が発生しやすいという問題もあります。 

例えば、SNS 上で他人の写真や動画が

無断で公開されるケースがあります。また、

インターネットを通じた犯罪の誘い出しや

暴行行為の被害にあう例もふえています。

こうした問題の背景には、インターネットの

匿名性により、対面では言いにくいことを

簡単に言ってしまう傾向があると考えられ

ます。 

特に中学生のSNSの利用には、多くのト

ラブルがあります。SNS を通じたいじめや、

誹謗中傷が頻繫に発生しており、写真など

の個人情報の流出、自分の写真を送らさ

れる被害もあとをたちません。また、インター

ネット上で知り合った相手と実際に会ってト

ラブルに巻き込まれるケースもあります。

SNS は世界中の人とつながれる反面、危

険な相手とも簡単に知り合うことができる

ため、トラブルが生じやすいです。たとえア

カウントを非公開にしていても、知り合いを

通じてつながっていくことで、意図せず知ら

ない人に個人情報が広がってしまうリスク

があります。 

また、インターネットでは文字だけでのコ

ミュニケーションをとるため、言葉のニュア

ンスが誤解されやすく、相手に気持ちが伝

わりにくいこともあります。そのため、悪意の

ない発言が相手を傷つけ、結果的にいじめ

や誹謗中傷に発展してしまうこともあります。

さらに、SNS でのやり取りは家族や先生な

どの大人には監視されないため、問題が深

刻になることも少なくはありません。しかし、

トラブルを抱えたときに大人に相談するの

も難しく、結果的に悪い方向になってしまう

のが現状です。 

このようなちょっとしたことだけでも悪い

方向に進んでいってしまうからこそ、インタ

ーネットの利用方法について事前にしっか

りと考え、他人事と思わず、責任をもって安

全に利用することが大切です。インターネッ

トは非常に便利な道具ですが、同時にリス

クも伴うということを理解しておかねばなり

ません。特に、情報は一度公開すると消すこ

とが難しく、将来に影響を及ぼすこともあり

ます。ニュースで中学生や高校生がインタ

ーネット関連の犯罪に巻き込まれる事件を

目にするたびに、自分には関係ないと思わ

ず、自分の行動にも注意を払うべきだと感

じます。自分の身を自分で守ると同時に、

他人を傷つけないように責任のある態度で

インターネットと向き合うことが、現代を生き

る私たちにとっての重要な課題だと思いま

す。 
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